
これまでに実施した森林再生実証調査（①～④）
及び「森林再生技術データベース」の紹介
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厳しい環境下での植林技術の開発－カーボンニュートラルに向けた5年間の取り組み－
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No. 制限要因 実施国 実証調査のテーマ
調査実施者

(代表者)
① 土壌不良 コンゴ民主

共和国
サバンナ地域でのアグロフォレストリー：バイ
オチャーによる砂質土壌の改良

日本森林技術協会

② 淡水湿地 タイ 低湿地の造林事業に適用できる造林技術開発 東京大学

(小島克己教授)
③ 海岸砂丘 フィリピン ヤシ殻マルチ等を利用した海岸砂丘林造成技術

の開発
オイスカ

④ 沿岸湿地 全世界 立地条件及び荒廃要因に応じたマングローブ再
生ガイドブックの作成

国際航業
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サバンナ地域でのアグロフォレストリー：
バイオチャーによる砂質土壌の改良

①

対象国：コンゴ民主共和国、委託先：日本森林技術協会目的

バイオチャーの施用によって土壌を改良し、
植栽木の生存率や成長速度を高める

アグロフォレストリーの農業生産も高める

バイオチャーによる土壌改良が植栽木、農作物に及ぼす効果は？

Acacia mangium Milletia laurentii

3

樹
高

(c
m

)

効果なし 効果あり

不良土壌のサバンナ地域での造林事業に適用可能な造林技術：
バイオチャー（炭）施用が植栽木、農作物に及ぼす効果

植栽木への効果は
樹種により異なる

1.3倍
1.5倍

農作物には、顕著
な効果あり

バイオチャーによ
る土壌改良は、成
長改善の効果が期
待できる。ただし、
樹種によりその効
果に差異がある。

適応メカニズムを科学的に解明

苗
畑

茎や根の通気組織の発達

水位上昇に対する光合成・気
孔コンダクタンスの変化

植
栽
地

植栽後の光合成・気孔コンダ
クタンスの変化

植栽木の生残率と成長（湛水
馴化処理による改善）

低湿地の造林事業に適用できる造林技術開発②

対象国：タイ、委託先：東京大学アジア生物資源環境研究センター

苗畑での湛水馴化処理

3～4ヵ月間かけて馴化

低湿地における植栽試験

水位の異なる季節別に植栽

低湿地という環境ストレス条件下では、造林樹種が限定（Melaleuca cajuputi）
生物多様性の観点からも、その他の在来樹種の造林可能性を調査

苗畑において養成中の苗木に「湛水馴化処理」を施し、湿地条件へ適応させ、

低湿地に植栽した後の生残率と初期成長の向上を図る。

目的

4

図．湛水馴化処理による茎や根の通
気組織の変化（Syzygium sp.）

分
類

調査結果
種
数

樹種名

A 湛水馴化処理なしでも、十
分な生残率が確保

5 Syzygium cinereum, 
Syzygium sp.（現地名：
チャマオナム）等

B 湛水馴化処理の効果により、
十分な生残率が確保

4 Syzygium oblatum, 
Syzygium kunstleri等

C 湛水馴化処理の効果はある
が、生残率が不十分

5 Syzygium polyanthum, 
Alstonia spathulata等

D 湛水馴化処理の効果がなく、
生残率が不十分

2 Horsfieldia crassifolia, 
Nephelium maingayi

上記の他に、低湿地における造林候補樹種として期待で
きる2樹種を選抜

湿地造林可能樹種であるMelaleuca cajuputiの育苗・植栽
法を「森林再生テクニカルノート」で公開

低湿地造林に利用可能な在来樹種に関する情報、
及び「湛水馴化処理」の効果
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通常苗 湛水馴化処理苗
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ヤシ殻マルチ等を利用した海岸砂丘林造成技術の開発③

対象国：フィリピン、委託先：（公財）オイスカ

砂地のため保水性が低い海岸砂丘において、植栽直後の活着率を向上させる
現地で廃棄されているヤシ殻を使ったマルチングによる保水効果の検証

植栽後の速やかな根系発達が期待できるコンテナ苗の検証

目的

台風等による高波防止に造林による防波堤が必要 フィリピンではヤシ殻は未利用で大量に廃棄 ヤシ殻をそのままマルチに使用
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ヤシ殻マルチ

ココピート混入

クロヨナでは、ココピート及びヤシ殻マルチ
処理により活着率が80%近くまで向上

砂質土壌での造林事業に適用可能な造林技術：

ヤシ殻マルチやココピート保水材の効果

以下の処理で、海岸砂丘に自生する3樹種※の活着
率を比較検証

※：クロヨナ（Millettia pinnata）、モモタマナ（Terminalia catappa）、オオハマボウ（Hibiscus tiliaceus）

植栽後1年経過時点の活着率
（クロヨナ（Millettia pinnata） ）

%
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立地条件及び荒廃要因に応じた
「マングローブ再生ガイドブック」の作成

④

対象国：全世界、委託先：国際航業

近年、マングローブを含む沿岸生態系（ブルー・カーボン等）の重要性が再認識

マングローブ再生に関する最新の文献、及び実践現場からの知見を整理・分析

民間企業やNGOが、マングローブの再生に取り組むにあたっての技術的な指針（ガイドブッ
ク）を作成

目的

全世界でのマングローブの増加、又は減少率 (1996-2016) (Global Mangrove Alliance, 2021) 8

1. マングローブの分布、立地、樹種特性

2. マングローブの減少・劣化と再生へ向けた取
り組み

3. 立地条件及び減少・劣化要因に応じたマング
ローブの再生方法

4. 既存の「マングローブ再生マニュアル」及び
再生事例の紹介

5. 参考文献・資料

立地条件及び減少・劣化要因に応じたマングローブ

再生技術指針（ガイドブック）

(Global Mangrove Alliance, 2021)

最新の文献・資料をレビューした上で、
マングローブ再生の実務経験に基づいて、
初心者にも分かり易く解説‼ 9 10

各実証試験の進捗状況を紹介

森林再生に関する記事（論文）を簡単な解説付
きで紹介

既存の森林再生技術をレビューし、環境ストレ
ス別に整理した「技術集」として提供

https://jifpro.or.jp/tpps/

森林再生技術データベース
＜実証試験の進捗状況＞

「森林再生技術集」

標準（汎用的）技術

乾燥地対策

湿地対策

強酸性土壌対策

火災対策

獣害対策

病害対策

虫害対策

その他

森林再生技術データベース
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森林
再生
技術集
(例1)

12
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森林
再生
技術集
(例2)
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森林
再生
技術集
(例3)
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森林
再生
技術集
(例4)
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森林
再生
技術集
(例5)
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森林
再生
技術集
(例6)
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森林
再生
技術集
(例7)
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森林
再生
技術集
(例8)
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森林
再生
技術集
(例9)
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 繋げ、「緑の地球」を次世代へ！

国際緑化推進センター
https://jifpro.or.jp/

ご清聴ありがとう
ございました！
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